
係留杭設計計算 

システム概要 システムの機能 

●本システムは、港湾基準、漁港基準に準 
   拠し、波圧計算、接岸力の計算、杭反力 
   の計算／応力の照査、支持力の照査を行 
   います。 
 
●検討方法として、部分係数法(H30港湾  
 基準、H19年港湾基準)、許容応力度法 
 に対応しています。 
 
●計算結果は報告書形式で印刷されますの 
 でそのまま報告書として利用できます。 
 
●Windows対応ですから、初心者でも操  
 作が簡単にマスターできます。インス 
 トールやアンインストールも容易に行え 
 ます。 

《入力・計算機能》 
①許容応力度法、平成１9年港湾基準、平 
 成３０年港湾基準（部分係数法）に対応 
 しております。 
②杭に付属する浮桟橋の有無の選択が可能  
 です。 
③杭に作用する主たる外力が変動波浪の場 
 合、杭基礎の計算は骨組構造解析、チャ 
 ンの方法、港研方式（Ｃ型地盤、Ｓ型地 
 盤）から選択が可能です。 
④杭に作用する主たる外力が船舶の接岸の 
 場合、杭基礎の計算は骨組構造解析、 
 チャンの方法から選択が可能です。 
⑤平成３０年港湾基準は打込鋼管(打撃工 
 法)による支持力の照査が可能です。 
 （許容応力度法は打込鋼管、中堀鋼管、埋 
  込み杭から選択が可能です。平成１９年 
  港湾基準は打込鋼管、中堀鋼管から選択  
  が可能です。） 
⑥最大３潮位の検討が可能です。 
⑦杭に作用する波圧はモリソン式、直接入 
 力から選択が可能です。 
⑧浮桟橋がある場合、杭に作用する船舶の 
 接岸力は登録したすべての船舶から計算 
 します。 
⑨浮桟橋がない場合、杭に作用する船舶の 
 接岸力は登録した船舶のうち、接岸力最 
 大となる船舶から計算します。 
 

⑩腐食速度と耐用年数から腐食後の断面性  
 能を自動計算します。また、地中部の防 
 食も考慮できます。 
⑪地盤反力係数（Ｋｈ）を指定した計算方 
 法により自動計算します。また直接入力 
 も可能です。 
 
 
《帳票印刷の主な機能》 
①印刷イメージを画面表示します。 
②印刷内容の編集が可能です。 
③一括印刷、章別印刷、指定ページの印刷 
 が可能です。 
④用紙サイズや印刷フォントは、お好みの 
 ものを自由に選択できます。 
  

※本商品の画面構成･機能等は改良のため予告なく変更することがございます。 
 あらかじめご了承ください。 
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お問い合わせは弊社または下記販売店へ 

帳  票  例  

〒730-0833  広島市中区江波本町4-22 

TEL（082）293-1231 FAX（082）292-0752 
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